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分岐を持った蛋白質ユニット自在配列の実現 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本年度は昨年度に作製した、蛋白質分岐複合体を作り出すための各パーツについての連結反

応を進めた。また、分岐ユニットとして用いている SpyCatcher/SpyTag の条件依存的な連結を目指

した保護されたアミノ酸を持つ SpyTagを合成した。 

まず、蛋白質分岐複合体として小型抗体 Nanobodyを機能ユニットの連結を行った。精製した各

パーツ蛋白質を常温にて混合したところ、連結反応が進行し、高次の連結体の形成が確認された。

多段階で反応を進め、最終生成物が形成していることを確認した。ただ、目的外の副産物の生成

も観察されたため、現在、精製方法について検討を進めている。 

次に、SpyTag の改変では、Fmoc 固相合成法により保護基をもつアミノ酸を含んだ Spytag を合

成した。溶液条件を保護基が脱保護される条件に変えると、目的の SpyTag が生成することが確認

できた。しかし、通常の溶液条件においても SpyCatcher が存在すると脱保護が起こってしまうこと

が明らかとなったため、より結合が強力な保護基に変更して現在実験を進めている。 
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